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平成25年度 秋田支部総会

平
成
二
十
五
年
度
秋
田
支
部
総
会
は
、
四

月
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
秋
田
市
の

「協
働

大
町
ビ
ル
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
開
会
の
前
に
、
昨
年
十
二
月
他
界
し

た
、
故
伊
藤
秀
雄
委
員
、
故
杉
山
雄
幸
委
員

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。

総
会
は
鈴
木
事
務
局
長
の
進
行
で
始
ま
り
、

会
員
総
数
六
十
五
名
、
出
席
会
員
二
十
二
名
、

委
任
状
提
出
会
員
二
十
二
名
を
確
認
。

は
じ
め
に
佐
々
木
支
部
長
か
ら
、
公
益
社

団
法
人
ス
タ
ー
ト
か
ら

一
年
が
過
ぎ
、
そ
れ

に
伴
っ
て
事
務
運
営
が
複
雑
と
な
り
、
担
当

者
に
は
ご
難
儀
を
か
け
て
い
る
。
高
齢
化
と

二
足
草
軽
の
秋
田
支
部
と
し
て
は
厳
し
い
運

営
が
求
め
ら
れ
る
が
、
個
々
の
山
行
を
重
ん

じ
、
実
情
に
合
っ
た
楽
し
い
山
登
り
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
運
営
に
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
等
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
鈴
木
副
支
部
長
を
議
長
に
指
名

し
て
、
案
件
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

案
件

一　
平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
鈴
木
事
務
局
長
が
報
告
。
春

・
秋
の
支

部
山
行
、
ま
た
、
台
湾

・
北
大
武
山
に
登
頂

し
、
支
部
山
行
と
し
て
台
湾
五
岳
を
登
頂
し

た
こ
と
は
支
部
の
大
き
な
記
録
と
な
る
こ
と
、

公
益
的
事
業
と
し
て
太
平
山
前
岳
歩
道
分
岐

へ
の
案
内
板
設
置
や
中
岳
山
頂
周
辺
刈
り
払

い
等
を
お
こ
な
つ
た
こ
と
、
会
報
の
発
行
は

三
回
、
支
部
長
会
議
、
事
務
局
担
当
者
会
議
、

本
会
総
会
並
び
に
年
次
晩
餐
会

へ
の
出
席
等

の
報
告
。

案
件
二
　
平
成
二
十
四
年
度
収
支
決
算
に

つ
い
て
鈴
木
事
務
局
長
が
報
告
。
高
橋
会
計

監
事
か
ら
、
四
月
二
日
、
秋
田
市
の
ア
ル
ヴ

エ
に
お
い
て
行
わ
れ
た
会
計
監
査
の
結
果
、

関
係
書
類
が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、
事
業
及
び
決
算
は
承
認
さ
れ

た
。案

件
三
　
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
は
、

鎌
田
委
員
か
ら
春
秋
の
山
行
に
つ
い
て
、
鈴

木
事
務
局
長
か
ら
は
、
会
報
の
発
行
、
東
北

・

北
海
道
地
区
集
会
、
全
国
支
部
懇
談
会
や
年

次
晩
餐
会

へ
の
参
加
、
公
益
的
事
業
と
し
て
、

太
平
山
中
岳
歩
道
刈
り
払
い
、
太
平
山
山
開

き
市
民
登
山
へ
の
協
力
等
の
案
が
説
明
さ
れ

た
。
そ
の
他
と
し
て
、
「新
日
本
三
百
名
山
」

執
筆
依
頼
の
件
、
募
集
登
山
の
旅
行
業
規
則

等
に
つ
い
て
支
部
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

案
件
四
　
平
成
二
十
五
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
鈴
木
事
務
局
長
兼
会
計
担
当
か
ら
、
本

会
の
助
成
金

・
補
助
金
に
つ
い
て
、
周
年
記

念
事
業

へ
の
積
立
等
の
説
明
が
さ
れ
、
事
業

計
画
、
予
算
案
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

総
会
は
午
後
三
時
頃
終
了
し
、
「台
湾

・
北

大
武
山
登
頂
報
告
」
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を

鑑
賞
後
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、

奥
村
会
員
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
り
、
春
山

山
行

へ
の
期
待
、
会
員
の
個
人
山
行
情
報
等
、

四
方
山
話
、
さ
ら
に
堀
井
会
員
の
ハ
ー
モ
ニ

力
演
奏
で
山
の
歌
を
合
唱
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
午
後
七
時
頃
、
今
野
副
支
部
長
の

お
開
き
の
乾
杯
で
散
会
し
た
。

お
礼
　
次
の
方
々
か
ら
ご
芳
志
を
頂
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

五
千
円
　
進
藤
　
昭
　

安
藤
武
俊

佐
藤
昭
義
　
佐
々
木
民
秀

出
席
者

（順
不
動
）

進
藤
昭
　
　
佐
々
木
民
秀
　
奥
村
清
明

福
田
光
子
　
真
坂
洋

一　
　
今
野
昌
雄

鈴
木
要
三
　
大
山
健
助
　
　
若
月
　
寿

鈴
木
裕
子
　
堀
井
　
弘
　
　
鎌
田
倫
夫

佐
藤
　
博
　
一局
橋
忠
雄
　
　
佐
藤
栄
治

石
川
祐
子
　
柴
田
　
勧
　
　
一二
浦
員
六

長
岡
幸
則
　
佐
々
木
長
秀
　
安
藤
金
栄

藤
田
正
義

懇
親
会
の
み
出
席
　
小
笠
原
義
雄

平
成
二
十
五
年
度

支

部

総

会

開

催

平成 25年度総会
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書
の
里
山
山
衝

岩
谷
山
と
筑
紫
森

安

藤

金

栄

五
月
二
十
六
日
（日
）、
春
の
里
山
山
行
、

岩
谷
山
と
筑
紫
森
を
鎌
田
委
員
と
共
に
担
当

し
て
実
施
し
た
。

今
年
は
、
五
月
に
入
つ
て
も
五
月
晴
れ
の

日
が
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
こ

の
日
は
若
葉
の
緑
が
輝
く
よ
う
に
美
し
い
、

好
天
の
山
行
日
和
、　
ユ
フ
オ
ー
レ
の
駐
車
場

に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
二
十

一
名

（会
員
外

人
名
含
む
）、
予
想
を
越
す
賑
わ
い
と
な
つ
た
。

私
は
、
岩
谷
山
も
筑
紫
森
も
初
め
て
登
る

の
で
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

岩
谷
山

（三
六
六

ｍ
）
は
気
軽
に
登
れ
る

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
登
山
口
発
八
時
二
十

分
、
軽
い
足
取
り
で
杉
林
を
進
む
。

途
中
、
ク
ロ
モ
ジ
の
葉
に
日
の
光
が
射
し

込
み
キ
ラ
キ
ラ
と
ま
ば
ゆ
い
光
に
初
夏
の
訪

れ
を
感
じ
る
。

つ
づ
ら
折
り
の
急
登
を
ゆ
つ

く
り
と
登
り
、
四
十
五
分
程
で
四
等
三
角
点

の
あ
る
山
頂
着
。
少
し
先
に
あ
る
岩
場
の
展

望
台

へ
、
さ
ら
に
岩
谷
山
神
社
か
ら
の
表
参

道
登
山
道

へ
少
し
進
み
、
岩
窟
に
修
験
者
が

籠

っ
て
修
行
し
た
と
言
い
伝
え
の
あ
る
穴
薬

師
の
上
部
岩
峰
ま
で
。
岩
峰
に
よ
じ
登
り
、

こ
こ
か
ら
新
緑
に
包
ま
れ
た
岩
見
三
内
集
落

や
田
植
え
が
終
わ
つ
た
ば
か
り
の
水
田
を
見

渡
す
。
古
く
か
ら
の
山
岳
信
仰
の
こ
の
岩
峰
直
下

に
は
、
胎
内
く
ぐ
り
を
通
っ
て
山
頂
に
至
る

こ
と
が
出
来
た
そ
う
だ
が
、
今
は
崩
壊
し
て

通
行
禁
止
と
な
つ
て
い
る
。

山
頂
に
も
ど
り
、
記
念
撮
影
後
下
山
。
周

囲
を
見
渡
し
な
が
ら
下
っ
た
が
、
山
菜
は
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。

ユ
フ
オ
ー
レ
駐
車
場
ま
で
戻
り
、
次
の
山
、

筑
紫
森
の
広
場

へ
移
動
。

筑
紫
森
↑
一九
二
ｍ
）
へ
は
、
駐
車
場
広
場

か
ら
徒
歩
五
分
で
登
山
口
へ
。
十
時
二
十
分

発
。
つ
く
し
ん
ぼ
う
の
よ
う
な
山
頂
を
目
指

し
て
登
り
始
め
る
。
水
場
を
過
ぎ
、
尾
根
伝

い
に
表
参
道
を
登
り
、
急
登
の
岩
場
を
越
え

て
板
状
節
理
と
な
っ
て
い
る
天
狗
の
泊
こ
ぼ

し
を
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
と
、
横
臥
柱
状
節
理

の
岩
が
階
段
状
に
な
つ
て
い
て
筑
紫
森
神
社

の
あ
る
頂
上
に
着
く
。
狭
い
山
頂
部
な
の
で

こ
ば
れ
落
ち
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
記
念
撮

影
。
前
方
に
は
先
ほ
ど
登
っ
た
岩
谷
山
、
後

方
に
は
大
蛇
ヶ
峰
の
名
称
の
あ
る
太
平
山
が

残
雪
と
若
木
の
緑
に
映
え
、
風
格
と
威
厳
を

醸
し
出
し
て
い
る
。

筑
紫
森
神
社
に
は
、
五
穀
豊
穣
を
願
う
保

食
神
が
祀
ら
れ
て
い
て
、
太
平
山
、
岩
谷
山

と
共
に
古
く
か
ら
の
お
山
巡
り
の
信
仰
の
山

だ
そ
う
だ
。

筑
紫
森
の
出
来
は
、
石
が
積
み
重
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
築
石
、　
つ
く
し
ん
ぼ
う
に
似

て
い
る
か
ら
、
ア
イ
ヌ
語
の
チ
ヤ
シ

（砦
）

森
か
ら
の
言
い
伝
え
が
あ
る
と
い
う
。

私
は
、
こ
の
山
の
東
側
の
絶
壁
露
頭
の
「千

本
垂
木
」
と
言
わ
れ
て
い
る
柱
状
節
理
が
、

も
つ
と
も
良
く
現
れ
て
い
る
奇
観
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
が
、
崩
壊
が
進
み
、
通
行
止
め

と
な
つ
て
い
て
残
念
だ
っ
た
。

下
山
は
二
十
二
観
音
巡
リ
コ
ー
ス
。
彫
ら

れ
た
洞
窟
に
祀
ら
れ
て
い
る
観
音
像
を
拝
み

な
が
ら
ガ
レ
の
急
斜
面
を
下
る
。

岩
壁
を
見
上
げ
、
昔
は
こ
こ
で
岩
登
り
の

練
習
を
し
て
い
た
と
云
う
が
、
現
在
は
、
筑

紫
森
の
横
臥
柱
状
節
理
の
岩
は
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
て
禁
止
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。

間
も
な
く
尾
根
道
に
で
て
裏
参
道
を
回
り

登
山
口
に
出
る
。
周
囲
を
見
渡
し
て
き
た
が
、

こ
の
山
に
も
山
菜
は
無
か
っ
た
。

往
復
約
二
時
間
の
登
山
を
終
え
、
広
場
の

木
陰
で
遅
め
の
昼
食
と
な
つ
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
仲
間
と
の
懇
談
は
、

山
の
情
報
、
山
菜
等
の
話
に
花
が
咲
き
、
飲

み
交
わ
し
、
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

昼
食
後
、
こ
こ
で
希
望
者
は
、
協
和
町
福

部
羅

・
小
種
地
区
の
強
首
輪
中
堤
や
菜
の
花

畑
の
鑑
賞
に
出
発
し
て
流
れ
解
散
と
な
っ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
楽
し
い
一
日
で
あ
つ
た
こ
と
を
感
謝

致
し
ま
す
。

参
加
者
　
佐
々
木
民
秀
　
今
野
昌
雄

小
笠
原
義
雄
　
大
山
健
助
　
鈴
木
裕
子

鎌
田
倫
夫
　
佐
藤
博
　
一品
橋
忠
雄

石
川
祐
子
　
柴
田
勧
　
佐
々
木
長
秀

安
藤
金
栄
　
熊
谷
光
子

会
員
外
　
柴
田
路
子
　
佐
藤
満
子

塚
田
も
も
子
　
鈴
木
茂
男
　
山
崎
真
紀
子

吉
川
昭
子
　
永
田
誠

一　
佐
々
木
隆

岩谷山頂上

筑紫森頂上
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太
平
山
山
開
き
市
民
登
山
に
協
カ

鈴

木

裕

子

本
会
通
常
総
会
終
え
る

菫
議
Ａ
一
員
の
動
向

六
月
九
日
、
毎
年
六
月
第
二
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
秋
田
市
、
五
城
目
町
、
上
小
阿
仁

村
で
構
成
さ
れ
る

「太
平
山
県
立
自
然
公
園

整
備
促
進
地
域
協
議
会
」
主
催
の
山
開
き
清

掃
登
山
に
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
協
力
。

旭
又
登
山
口
か
ら
は
約
六
十
名
、
丸
舞
コ

ー
ス
か
ら
約
二
十
名
、
萩
形
コ
ー
ス
か
ら
約

二
十
五
名
の
参
加
者
。

秋
田
市
の
一
般
参
加
者
二
十
名
程
は
、
三

班
編
成
で
旭
又
コ
ー
ス
か
ら
登
る
。

薄
ら
と
曇
り
空
で
暑
く
も
な
く
、
寒
く
も

な
く
の
登
山
日
和
。

今
年
は
雪
解
け
が
遅
く
、
歩
道
の
一
部
に

残
雪
も
あ
り
、
木
々
の
葉
の
開
く
も
遅
く
、

花
々
が
と
て
も
良
く
観
察
で
き
た
。
ヒ
メ
シ

ヤ
ガ
の
群
生
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
タ
カ
ネ
ス

ミ
レ
等
の
花
々
が
美
し
く
、
参
加
者
は
大
喜

び
で
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
た
。

木
々
の
間
か
ら
、
御
手
洗
沢
の
水
芭
蕉
の

群
落
が
見
え
て
ま
も
な
く
御
手
洗
の
水
場
着
。

休
憩
後
、
七
曲
り
を
過
ぎ
、
尾
根
に
出
る

と
青
空
が
広
が
り
、
風
が
心
地
よ
い
。
登
山

道
両
脇
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、

カ
タ
ク
リ
等
の
花
々
に
歓
迎
さ
れ
な
が
ら
頂

上
着
。
お
天
気
に
恵
ま
れ
て

一
般
登
山
者
も
多
く
、

山
頂
は
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
た
。

山
頂
か
ら
ま
だ
所
々
に
残
雪
の
あ
る
風
景

を
眺
め
て
、
今
年
の
雪
の
多
さ
が
窺
え
た
。

上
小
阿
仁
村
か
ら
登
る
萩
形
コ
ー
ス
は
林

道
崩
壊
箇
所
あ
り
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
約
五

時
間
か
け
て
登
っ
て
き
て
い
た
。

丸
舞

コ
ー
ス
は
登
山
道
に
ま
だ
雪
が
残
っ

て
い
て
、
さ
ら
に

一
部
が
崩
れ
て
い
て
大
変

だ
つ
た
と
の
こ
と
。

山
頂
神
社
で
安
全
登
山
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、

記
念
撮
影
後
下
山
。

事
故
も
な
く
、
全
員
無
事
に
下
山
し
た
。

秋
田
支
部
参
加
者

佐
々
木
民
秀
　
鎌
田
倫
夫
　
堀
井
弘

鈴
木
裕
子
　
佐
藤
博
　
安
藤
金
栄

今
野
昌
雄
　
福
田
光
子
　
長
岡
幸
則

石
川
祐
子
　
藤
田
正
義

平
成
二
十
五
年
六
月
十
五
日
、
午
後
二
時

か
ら
東
京
都
千
代
田
区

・
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ

エ
フ
に
お
い
て
開
催
。

尾
上
会
長
の
任
期
満
了
に
よ
る
四
年
間
を

振
り
返
っ
て
の
退
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事
は
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告

（高

原
理
事
）
、
収
支
決
算
報
告

（小
林
理
事
）
、

二
十
五
年
度

・
二
十
六
年
度
役
員

（理
事

。

監
事
）
案
が
承
認
。

報
告
は
、
二
十
五
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
、
そ
の
他
。

質
疑
　
①
高
尾
の
森
は
何
故
常
務
理
事
会

直
轄
か
、
②
除
籍
予
定
者
に
会
報
等
は
送
付

し
て
い
る
の
か
、
③
新
し
い
理
事
の
選
考
の

条
件
。
総
会
は
、
午
後
三
時
四
十
分
終
了
。

終
了
後
の
懇
親
会
で
、
会
長
に
森
理
事
、

副
会
長
に
節
田
、
黒
川
、
古
野
の
二
理
事
が

予
定
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

※
会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事
は
臨
時
理
事

会
で
決
定
す
る
。

佐
々
木
支
部
長
出
席

◎
会
員
数
　
　
　
　
　
五
〇
人
三
名

名
誉
会
員
　
　
　
　
　
　
一
七
名

永
年
会
員
　
　
　
　
一
一九
九
名

終
身
会
員
　
　
　
　
　
一
〇
六
名

通
常
会
員

・
他
　
　
四
六
六

一
名

秋
田
支
部
会
員
数
　
　
　
　
　
　
ニハ
十
四
名

（平
成
二
十
五
年
四
月

一
日
現
在
）

入
会
　
藤
田
正
義

退
会
　
吉
川
信
市

荘
司
昭
夫

物
故
　
伊
藤
秀
雄

杉
山
雄
幸

（二
十
四
年
六
月
）

（二
十
五
年
二
月
）

（二
十
五
年
二
月
）

（二
十
四
年
十
二
月
）

（二
十
四
年
十
二
月
）

太平山頂上

懲
■
日
一薫
部
長
会
議
開
催

六
月
十
五
日
、
総
会
に
先
立
ち
、
午
前
十

時
二
十
分
か
ら
本
会
会
議
室
で
開
催
。

佐
々
木
支
部
長
出
席

尾
上
会
長
か
ら
、
四
年
間
を
振
り
返
っ
て

の
退
任
の
任
挨
拶

「豊
富
な
人
材
と
能
力
の

あ
る
人
材
に
助
け
ら
れ
、
頑
張
る
事
が
出
来

た
事
、
各
支
部
が
強
く
な
れ
ば
本
会
も
強
く

な
る
の
で
力
を
蓄
え
て
お
く
事
、
誰
で
も
自

由
に
出
入
り
の
出
来
る
ル
ー
ム
を
持
つ
こ
と
、

支
部
山
行
を
多
く
し
、
同
好
会
化
す
る
こ
と
、

復
建

・
復
興

・
活
性
化
す
る
事
、
公
益
的
な

対
外
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
、
支
部
員
の
増

加
を
図
り
、
減
少
を
防
ぐ
事
等
。
」
で
あ
っ
た
。

議
題
は
、
①
新
支
部
長
の
紹
介

（十
支
部
）
、

②
二
十
五
年
度
通
常
総
会
内
容
、
③
会
費
滞

納
除
籍
予
定
者
に
つ
い
て
。

会
務
報
告
は
、
①
二
十
五
年
度
各
支
部

ヘ

の
運
営
交
付
金

。
事
業
助
成
金
に
つ
い
て
、

②
三
百
名
山
に
つ
い
て
、
③
旅
行
業
に
基
づ

く

「募
集
の
手
引
き
」
に
つ
い
て
、
④

「山

の
日
」
制
定
に
つ
い
て
は
、
超
党
派

「山
の

日
」
制
定
議
員
連
盟
が
発
足

（衛
藤
征
四
郎

会
長
、
谷
垣
禎

一
最
高
顧
問
）。
現
在
百
名
が

参
加
し
、
こ
れ
ま
で
に
六
回
の
総
会
を
開
催
。

議
員
立
法
の
早
期
実
現
に
向
け
て
進
む
と
の

こ
と
、
⑤
Ｙ
ｕ
Ｔ
Ｈ
ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
に
つ
い
て
、

⑥
子
ど
も
の
夢
基
金
に
つ
い
て
。
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質
疑
　
①
会
員
名
簿
は
作
成
す
る
の
か

（福
岡
支
部
）、
②
除
籍
予
定
者
は
会
員
番
号

一
万
四
千
台
が
多
い
が
、
そ
の
理
由
は

（秋

田
支
部
）

「新
版
・日
本
三
百
名
山

登
山
ガ
イ
ド
」の
発
行
に
つ
い
て

日
本
山
岳
会
は
、
事
業
の
活
性
化
を
図
る

目
的
で

「収
益
事
業

・
会
員
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

ジ

エ
ク
ト
チ
ー
ム
」
（リ
ー
ダ
ー
節
田
重
節
）

を
立
ち
上
げ
、
「
日
本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ

ド
」
の
出
版
計
画
が
二
十
四
年
十
二
月
の
理

事
会
で
決
定
さ
れ
た
。

二
十
五
年

一
月
、
会
長
の
新
年
挨
拶
状
で

初
め
て
各
支
部
に
知
ら
さ
れ
た
。

一
月
に
行
わ
れ
た
事
務
局
担
当
者
会
議
や

メ
ー
ル
等
で
執
筆
依
頼
が
あ
り
、
当
支
部
の

役
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、
希
望
者
は
お
ら

ず
、
後
日
に
実
績
の
あ
る
会
員
に
お
願
い
し
、

承
諾
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

秋
田
支
部
担
当
は
七
山
、
執
筆
者
は
次
の

通
り
。
（取
材
費
等
は
個
人
負
担
）

秋
田
駒
ヶ
岳

（男
女
岳
）
　

今
野
昌
雄

乳
頭
山

（烏
帽
子
岳
）
　
　
今
野
昌
雄

佐
々
木
長
秀

和
賀
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
清
明

森
吉
山
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
清
明

太
平
山
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
民
秀

神
室
山
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
清
明

鳥
海
山
　
　
　
　
　
　
　
　
真
坂
洋

一

「新
版

。
日
本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ
ド
」

（上

。
中

・
下
巻
）

Ｂ
５
判
　
各
二
〇
人
頁
（予
定
）

予
価
　
各
巻
　
一
一九

編
者
　
日
本
山
岳
会

取
材

・
執
筆

。
撮
影

取
材
期
間
　
二
〇

一

二
〇

一

発
刊
予
定
　
一
一〇

一

出
版
元

・
山
と
渓
谷

フ
ル
カ
ラ
ー

人
○
円

日
本
山
岳
会
各
支
部

三
年
二
月
か
ら

四
年

一
月

（
一
年
間
）

四
年
二
月
下
旬

社

佐
々
木
民
秀
会
員

「秋
田
県
の
２
等
三
角
点
の
山
」
と

「大
館
ト
レ
イ
ル
の
山
」
を
完
登

佐
々
木
民
秀
会
員
は
、
四
月
十
二
日
に
大

湯

・
諸
助
山
に
登
り
、
秋
田
県
内
の
二
万

五
千
分

一
の
地
図
に
記
載
の
あ
る
２
等
三

角
点
の
山

。
一
〇
〇
山

（大
山
含
む
）
を
、

ま
た
、
昨
年
発
行
さ
れ
た

「大
館
ト
レ
イ

ル
の
山
」
の
鍋
越
山

（大
茂
内
）

へ
四
月

二
十
二
日
に
登
り
、
同
ブ

ツ
ク
の
五
十
六

山
を
完
登
し
ま
し
た
。

（
一
等
三
角
点
二
十
四
山
は
完
登
済
）

会
員
で
、
其
々
の
日
標
と
し
て
い
る
山
を

完
登
さ
れ
た
方
は
、
事
務
局

へ
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

行
事
参
加
報
告

◎
秋

田
県
山
岳
連
盟
総
会

四
月
二
十
一
日
、
イ
ヤ
タ
カ
に
於
い
て
開

催
。
役
員
の
ほ
か
、
代
議
員
七
名
出
席
。
事

業
、
決
算
等
諸
議
事
を
審
議
。
森
吉
山
ス
キ

ー
場
跡
地
へ
の
植
林
事
業
、
そ
の
他
等
承
認
。

支
部
関
係
出
席
者

高
橋
守
　
今
野
昌
雄
　
小
野
信
也

後
藤
浩
二

◎
中

央

地

区
山
岳
協

議

会
総

会

六
月
二
十
七
日
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
、

三
吉
神
社
斎
館
で
開
催
。
十

一
団
体
か
ら
十

五
名
出
席
。

事
業

・
決
算
の
報
告
や
事
業

・
予
算
案
を

審
議
し
、
其
々
承
認
。

山
開
き
市
民
登
山

へ
の
協
力
、
太
平
山
歩

道
の
倒
木
処
理
と
清
掃
、
刈
り
払
い
等
を
計

画
。
又
、
中
高
年
登
山
者
の
事
故
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
遭
難
対
策
や
募
集
登
山
の

留
意
点
等
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

当
支
部
か
ら
佐
々
木
（民
）、
堀
井
出
席

続
い
て
の
懇
親
会
で
は
各
会
の
活
動
状
況

等
報
告
。
午
後
九
時
三
十
分
散
会

支
部
会
員

執
筆
図
書
紹
介

『山

岳

・
音

楽

・
文
学

』

自
然
と
芸
術
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
著
者

の

「折
々
の
想
い
」
「心
に
山
あ
り
て
」

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
好
き
な
人
の
た
め
の

音
楽
」
に
引
き
続
い
て
の
第
四
弾
。
日

本
三
百
名
山
の
登
頂
に
至
る
ま
で
の
経

緯
と
そ
の
一
覧
、
想
い
出
多
き
山
々
な

ど
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

Ｂ
５
版
　
四
百
頁
　
発
行
所
　
朝
日
出

版
社
　
　
定
価

。
本
体

一
七

一
四
円

―
　
表
三
鎮
氏
逝
く
　
・ｌ

長
年
、
当
支
部
と
親
交
の
あ
っ
た
韓
国
山

岳
△
バ
元
副
会
長
、
同
元
老
会
会
長
の
表
三
鎮

氏
は
、
転
倒
に
よ
つ
て
頭
部
を
打
撲
さ
れ
、

去
る
二
月
二
日
に
入
院
先
の
病
院
で
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（享
年
九

一
才
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

表
三
鎮
氏
は
、
平
成
十
年
九
月
に
行
わ
れ

た
全
国
支
部
懇
談
会
秋
田
男
鹿
集
会
に
、
曹

斗
鉱
氏

（故
人
）
と
共
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
、

そ
の
前
後
に
渡
つ
て
数
回
来
秋
。

故
曹
斗
鉱
氏
と
共
に
韓
国
の
山
々
を
指
導

し
て
い
た
だ
き
、
秋
田
支
部
訪
韓
事
業
に
多

大
な
る
ご
貢
献
を
頂
い
た
。

ま
た
、
訪
韓
登
山
の
度
ご
と
に
、
歓
迎
の

宴
を
開
い
て
く
だ
さ
り
、
秋
田
支
部
会
員
と

の
交
流
を
大
事
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

鶴
の
湯
温
泉
等
温
泉
が
大
好
き
で
、
太
平

山
や
駒
ケ
岳
に
も
登
ら
れ
て
い
る
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

―
　
表
允
淑
氏
逝
く
　
―

韓
国
山
岳
会
慶
南
支
部
と
の
交
流
に
当
た

り
、
通
訳
と
し
て
ご
尽
力
を
頂
い
て
き
た
馬

山
市
の
表
允
淑
氏
は
、
病
気
療
養
中
の
と
こ

ろ
、
昨
年
の
四
月
二
十
二
日
に
永
眠
さ
れ
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
（享
年
九
十
三
才
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

表
允
淑
氏
は
、
慶
南
支
部
長
在
在

一
氏
の

義
父
で
、
戦
前
は
大
阪
住
。
戦
後
は
在
日
商

社
マ
ン
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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